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【参考】令和２年７月球磨川豪雨検証委員会について

参考資料①



【参考】 令和2年7月球磨川豪雨検証委員会について

■将来に向かって球磨川流域住民が生命の危機に晒されることなく、安全安心な生活がおくれるよう、国・県・流域１２市町村が連携し、
令和２年７月球磨川豪雨災害に関する検証を行う事を目的とした、「令和２年７月球磨川豪雨検証委員会」を設置し、計２回の委員会
を開催。全ての委員会資料について、八代河川国道事務所ＨＰで公表している。

八代河川国道事務所HPアドレス
URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/

  第1回委員会  ：http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/r0207_ryuikitisui_gouukensho/20200825.html

第１回～第２回委員会のアドレス

「令和2年7月球磨川豪雨検証委員会」ページアドレス
URL： http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/r0207_ryuikitisui_gouukensho/index.html

  第2回委員会  ：http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/r0207_ryuikitisui_gouukensho/20201006.html

参考資料①
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【参考】球磨川流域治水協議会について

参考資料②



【参考】 球磨川流域治水協議会について

■令和２年７月球磨川豪雨災害を二度と生じさせないとの考えのもと、気候変動における水害の激甚化・頻発化に備えつつ、早急な地
域社会の復興に向け、流域における関係者が協働して流域全体で水害を軽減させる治水対策「流域治水」を計画的に推進するため
の情報共有・検討を行うため「球磨川流域治水協議会」を設置し、計６回の委員会を開催。全ての委員会資料について、八代河川国道
事務所ＨＰで公表している。

八代河川国道事務所HPアドレス
URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/

「球磨川流域治水協議会」ページアドレス
URL：http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/r0207_ryuikitisui_gouukensho/index.html

  第5回委員会  ： http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/r0207_ryuikitisui_gouukensho/20210602.html

  第4回委員会  ： http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/r0207_ryuikitisui_gouukensho/20210324.html

  第3回委員会  ：http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/r0207_ryuikitisui_gouukensho/20210126.html

  第2回委員会  ：http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/r0207_ryuikitisui_gouukensho/20201218.html

  第1回委員会  ：http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/r0207_ryuikitisui_gouukensho/20201027.html

第１回～第６回協議会のアドレス

  第6回委員会  ： http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/r0207_ryuikitisui_gouukensho/20220610.html

参考資料②
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【参考】球磨川水系緊急治水対策プロジェクトについて

参考資料③



【参考】 球磨川水系緊急治水対策プロジェクトについて

■ 概ね１０カ年で集中的に実施する「球磨川水系緊急治水対策プロジェクト」は、八代河川国道事務所等HPに公表している。

URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/site_files/file/news/r2/20210129kisya.pdf

「球磨川水系緊急治水対策プロジェクト」記者発表のアドレス
「球磨川水系緊急治水対策プロジェクト」ページアドレス URL：
http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/r0207_ryuikitisui_gouukensho/kumakinpro/index.
html

八代河川国道事務所HPアドレス
URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/

参考資料③-１
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【参考】 球磨川水系緊急治水対策プロジェクトについて

■概ね１０カ年で集中的に実施する「球磨川水系緊急治水対策プロジェクト」の進捗状況は月に1回更新し、八代河川国道事務所等HP
に 公表している。

URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/site_files/file/river/kinpro/20221125_kinpuro.pdf

「球磨川水系緊急治水対策プロジェクト」進捗状況のアドレス
「球磨川水系緊急治水対策プロジェクト」ページアドレス URL：
http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/r0207_ryuikitisui_gouukensho/kumakinpro/index.
html

八代河川国道事務所HPアドレス
URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/

参考資料③-２
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【参考】球磨川水系流域治水プロジェクトについて

参考資料④



【参考】 球磨川水系流域治水プロジェクトについて

■令和２年７月豪雨災害からの早急な地域社会の復興に向けて、流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で水害を軽減させる治水
対策である「球磨川水系流域治水プロジェクト」は、八代河川国道事務所等HPに公表している。

「球磨川水系流域治水プロジェクト」ページアドレス URL：
http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/r0207_ryuikitisui_gouukensho/index.html URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/site_files/file/news/r2/20210330kisya.pdf

「球磨川水系流域治水プロジェクト」記者発表のアドレス

八代河川国道事務所HPアドレス
URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/

参考資料④
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【参考】河川整備基本方針検討小委員会について

参考資料⑤



【参考】河川整備基本方針検討小委員会について

■河川整備基本方針を策定する際には、社会資本整備審議会運営規則に基づき審議が進められており、その審議資料についても国土
交通省HPに公表している。

国土交通省HPアドレス
https://www.mlit.go.jp/index.html

「審議会」ページアドレス
URL ： https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/index.html

「河川整備基本方針検討小委員会」ページアドレス
URL ： https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/shaseishin/kasenbunkakai/

参考資料⑤
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【参考】球磨川水系学識者懇談会について

参考資料⑥



【参考】 球磨川水系学識者懇談会について

■河川整備基本方針に沿って、今後概ね20～30年間の具体的な河川整備の目標や内容を示す「河川整備計画」を定めるにあたって、
河川法第１６条の２第３項の規定にもとづき、河川整備計画の原案について学識経験者等からご意見を聴く場として「球磨川水系学
識者懇談会」を設置し、計５回の懇談会を開催。全ての委員会資料について、八代河川国道事務所ＨＰで公表している。

八代河川国道事務所HPアドレス
URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/

  令和4年度 第１回  ： https://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/gakusiki_kondankai/20220617.html

  令和3年度 第4回  ： https://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/gakusiki_kondankai/20220328.html

  令和3年度 第3回  ： https://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/gakusiki_kondankai/20220217.html

  令和3年度 第2回  ： https://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/gakusiki_kondankai/20211213.html

  令和3年度 第1回  ： https://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/gakusiki_kondankai/20210804.html

令和3年度第１回～令和4年度第１回懇談会のアドレス

「球磨川水系学識者懇談会」ページアドレス
URL ： https://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/gakusiki_kondankai/index.html

参考資料⑥-１
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【参考】 球磨川水系学識者懇談会について（代替案の評価軸評価）

■ 令和３年度第３回球磨川水系学識者懇談会で示した「代替案と整備計画メニュー案との評価軸評価」に関する資料については、学
識者懇談会の会議資料として、八代河川国道事務所ＨＰで公表している。

八代河川国道事務所HPアドレス
URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/

資料４（６／６）：
代替案との評価軸評価関係

「令和３年度第３回球磨川水系学識者懇談会」資料４（６・６）代替案との評価軸評価のアドレス
URL ： https://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/site_files/file/bousai/gouukensho/gakusikikon/220217shiryou4_6.pdf

評価軸評価の一例

参考資料⑥-２
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【参考】球磨川水系学識者懇談会について（関係住民から意見に対する取組状況と考え方）

■ 令和４年度第１回球磨川水系学識者懇談会で示した「関係住民から意見に対する取組状況と考え方」に関する資料については、
学識者懇談会の会議資料として、八代河川国道事務所ＨＰで公表している。

八代河川国道事務所HPアドレス
URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/

資料３流水型ダムに対する意見と考え方等の一例

「令和４年度第１回球磨川水系学識者懇談会」
資料３（関係住民への意見聴取結果と意見に対する取組状況と考え方及び整備計画への反映について）のアドレス

URL ： https://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/site_files/file/bousai/gouukensho/gakusikikon/220624shiryou3.pdf

※参考資料４に「関係住民への意見聴取結果と意見に対する取組状況と考え方及び整
備計画への反映等について【全体一覧表】（国）」を掲載しています。

参考資料⑥-３
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【参考】 球磨川水系学識者懇談会について（流水型ダム事業再評価）

■ 令和４年度第１回球磨川水系学識者懇談会において、「川辺川ダム建設事業の事業再評価」の審議を行い、対応方針（原案）に対し
了承を得た。川辺川ダム建設事業の事業再評価に関する資料については、学識者懇談会の会議資料として、八代河川国道事務所
ＨＰで公表している。

八代河川国道事務所HPアドレス
URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/

資料９ 事業再評価

対応方針（原案）

「令和４年度第１回球磨川水系学識者懇談会」資料９（川辺川ダム建設事業事業再評価）のアドレス
URL ： https://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/site_files/file/bousai/gouukensho/gakusikikon/220624shiryou9.pdf

参考資料⑥-４
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【参考】流水型ダム環境保全対策検討委員会資料について

参考資料⑦



【参考】流水型ダム環境保全対策検討委員会について

■川辺川の流水型ダムにおいて、計画上必要となる治水機能の確保と環境への影響の最小化の両立を目指すにあたって、環境影響評価法
と同等の環境影響手続きの中で、専門家から助言をいただくため、「流水型ダム環境保全対策検討委員会」を設置し、これまで計５回の委員
会を開催。全ての委員会資料について、川辺川ダム砂防事務所ＨＰで公表している。

  第5回委員会  ： http://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/kankyou2/daigokai.html

  第4回委員会  ： http://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/kankyou2/daiyonkai.html

  第3回委員会  ： http://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/kankyou2/daisankai.html

  第2回委員会  ：http://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/kankyou2/dainikai.html

  第1回委員会  ：http://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/kankyou2/daiitikai.html

第１回～第５回委員会のアドレス

川辺川ダム砂防事務所HPアドレス
URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/kankyou2/kankyou2.html

「流水型ダム環境保全対策検討委員会」ページアドレス
URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/kankyou2/kankyou2.html

参考資料⑦
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【参考】川辺川の流水型ダムに関する
環境配慮レポートについて

参考資料⑧



【参考】川辺川の流水型ダムに関する環境配慮レポートについて

■「川辺川の流水型ダムに関する環境配慮レポート」は、川辺川ダム砂防事務所ＨＰに公表している。

川辺川ダム砂防事務所HPアドレス
URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/kankyou2/kankyou2.html

（環境配慮レポート 本文）

  環境配慮レポート要約書
http://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/kankyou_torikumi/hairyoreport-youyaku.pdf

  環境配慮レポート
http://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/kankyou_torikumi/hairyoreport.pdf

環境配慮レポートのアドレス

「川辺川の流水型ダムに関する環境配慮レポート」ページアドレス
URL :http://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/kankyou_torikumi/hairyo_report.html

参考資料⑧
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【参考】川辺川の流水型ダムに関する
環境影響評価方法レポートについて

参考資料⑨



【参考】川辺川の流水型ダムに関する環境影響評価方法レポートについて

■「川辺川の流水型ダムに関する環境影響評価方法レポート」は、川辺川ダム砂防事務所ＨＰに公表している。

（環境配影響評価方法ポート 本文）

  環境影響評価方法レポート要約書
http://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/kankyou_torikumi/houhou/houhou_youyaku.pdf

  環境影響評価方法レポート
http://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/kankyou_torikumi/houhou/houhou.pdf

環境影響評価方法レポートのアドレス

 環境配慮レポートに対する主務大臣の意見と事業者の見解：P4-11～4-13
 環境配慮レポートに対する熊本県知事意見及び事業者の見解：P4-14～17
 環境配慮レポートに対する意見の概要と事業者の見解：P4-22～46

川辺川ダム砂防事務所HPアドレス
URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/kankyou2/kankyou2.html

「川辺川の流水型ダムに関する環境影響評価方法レポート」ページアドレス
URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/kankyou_torikumi/houhou_report.html

参考資料⑨
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【参考】３つの着眼点を踏まえた検討例

※説明資料P12（流水型ダムの特徴を踏まえたダムの設計における着眼点）の参考資料

参考資料⑩



【右岸側】【左岸側】

【構造の概要】
○常用洪水吐きは、治水計画上必要な洪水調節を行うために必要な本数(２門)を設

置
○最大５門設置可能であることから、河床部放流設備を３門設置

ジョイント（継目）

ブロック幅
１５ｍ

参 考

河床部放流設備３門

常用洪水吐き２門

【「流砂環境の保持」に対する着眼点】
○一定規模の洪水までは自然な状態（開水路）で流すことで、できる限り自然河川の

状態を維持することが可能と想定

○常用洪水吐き３門の場合と比較して、洪水調節時の貯水位が低くなった場合、放流
量が減少することで、平常時の河川の状況に戻すのに時間がかかる可能性あり

【検討例】自然河川の状態をできる限り維持することを目的
に、河床部放流設備の放流能力を増やした例

【右岸側】【左岸側】

【検討例】洪水調節後期に速やかに平常時の河川の状況を
戻すことを目的に、常用洪水吐きの放流能力を増やした例

河床部放流設備２門

常用洪水吐き３門

３つの着眼点を踏まえた検討例 〈放流設備の配置〉

【構造の概要】
○常用洪水吐きは、治水計画上必要な洪水調節を行うために必要な本数(２門)から、

洪水調節による放流量を増やす目的で１門増やし、３門設置
○最大５門設置可能であることから、河床部放流設備を２門設置

※図面は現時点の検討事例であり、決定したものではない。

※図面は現時点の検討事例であり、決定したものではない。

※検討条件として、放流設備はダム構造上の制約から設置箇所数は最大５箇所（ブロック）とし、また、放流設備の１門あたりの大きさは高さ５．０ｍ×幅５．０ｍで設定（放流管の大きさ
はブロック幅１５ｍの１／３以下に抑えることが原則とされている）

【「景観の最小化」に対する着眼点】 ―

【「流砂環境の保持」に対する着眼点】
○洪水調節時の貯水位が低くなった場合でも放流量が確保できるため、速やかに平

常時の河川の状況に戻し、ダム上流の流速の回復を早めることが可能と想定

○河床部放流設備が２門であるため、一定規模以上の洪水で堰上げによる水位上昇
により流速が減少する可能性あり

【「生物の移動経路の確保」に対する着眼点】
○ダム地点の平常時の水が流れる川幅は約１０～２０ｍであり、河床部放流設備の全

幅が１０ｍ（幅５ｍ×２門）であることから、現状と比べて幅が狭くなる区間が生じる

【「景観の最小化」に対する着眼点】 ―

○放流設備について、河床部放流設備は平常時及び一定規模の洪水まで、河川の水と土砂を流下させる施設で
あり、常用洪水吐きは洪水調節時に放流する施設であることを踏まえて、放流設備の配置（設置数）について、
今後検討していく。

【「生物の移動経路の確保」に対する着眼点】
○ダム地点の平常時の水が流れる川幅は約１０～２０ｍであり、河床部放流設備の全

幅が１５ｍ（幅５ｍ×３門）であることから、現状と同程度の幅が確保できると想定

第4回流水型ダム環境保全対策
検討委員会資料2-2抜粋 参考資料⑩-１
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副ダム

河床部放流設備

減勢工

平常時の水の流れ

約１００ｍ

185m 平常時の水位

1門だけ低く配置

河床部放流設備の配置イメージ（参考）

・河床部放流設備敷高を河川の同じ標高より低い位置に設定
することで、水深を確保し、落差（段差）や流速を低減させる

副ダム

河床部放流設備

減勢工

平常時の水の流れ

河床部放流設備の配置イメージ（参考）

185m 平常時の水位

・河床部放流設備内の平常時の流速は、約0.5～2.5m/s程度

約１００ｍ

○河床部放流設備は、平常時に河川の水が流れる施設であり、ダム地点の上流と下流での平常時の連続性があ
ることを踏まえて、河床部放流設備の配置（敷高）について、今後検討していく。

【構造の概要】
○河床部放流設備３門のうち、２門の敷高を現況の河床高と同じ標高（E.L.185m）で

配置し、１門だけ低く配置

３つの着眼点を踏まえた検討例 〈放流設備の配置（河床部放流設備）〉

【「景観の最小化」に対する着眼点】 ―

※図面は現時点の検討事例であり、決定したものではない。

※検討条件として、河床部放流設備３門を前提としているが、２門であっても着眼点の内容は同様である。

【「生物の移動経路の確保」に対する着眼点】
○平常時は主に敷高を下げた１門に水が流れることで、水深が確保でき、流量の変動

に伴う落差（段差）や流速を低減させることが可能と想定

○放流設備の管内は摩耗対策を行うため、放流管内の流速がほぼ均一になることか
ら、管内の流速を変化させるなどの対策が必要

【「景観の最小化」に対する着眼点】 ―

【構造の概要】
○河床部放流設備３門とも、敷高を現況の河床高と同じ標高（E.L.185m）で配置

【「生物の移動経路の確保」に対する着眼点】
○敷高を現在の河川と同じ標高とすることで、落差（段差）を低減させることが可能と

想定
○３門ともに水が流れることで流量が少ない時は水深が浅くなる可能性あり
○放流設備の管内は摩耗対策を行うため、放流管内の流速がほぼ均一になることか

ら、管内の流速を変化させるなどの対策が必要

※図面は現時点の検討事例であり、決定したものではない。

【「流砂環境の保持」に対する着眼点】
○敷高を現況河床高と同じ標高とすることで、ダム直上流河道と段差がなく、堰上げ

による流速の減少を抑制し、より自然な状況で流すことが可能と想定

【「流砂環境の保持」に対する着眼点】
○敷高を現況河床高と同じ標高とすることで、ダム直上流河道と段差がなく、堰上げ

による流速の減少を抑制し、より自然な状況で流すことが可能と想定（１門下げるこ
とによる違いは無いものと想定）

【検討例】河川との段差を低減させることを目的に、河床部放
流設備敷高を現況河床の高さに設定した例

【検討例】放流管内の水深をできる限り確保することを目的
に、河床部放流設備の１門の敷高を下げた例

第4回流水型ダム環境保全対策
検討委員会資料2-2抜粋 参考資料⑩-２
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２．３つの着眼点を踏まえた検討例 〈減勢工の配置〉

【構造の概要】
○減勢工を全面に設置し、平常時と洪水時の水が流れる機能を一体化

【「生物の移動経路の確保」に対する着眼点】
○副ダムの存在により生物の移動が阻害される可能性あり（スリット幅の検討が必要）
○ダム上流から下流まで水面が繋がるか確認が必要

【「景観の最小化」に対する着眼点】

○機能分離型と比較して、ダム下流河川中央に隔壁が設置されないこと、右岸側の改変
面積が減少することにより、景観への影響を増加させないことが可能

※図面は現時点の検討事例であり、
決定したものではない。

○減勢工は、洪水調節によるダムからの放流水の力を弱めるために設置する必要がありダム直下流に設置する
施設であることを踏まえて、減勢工の配置について、今後検討していく。

【「流砂環境の保持」に対する着眼点】

○減勢工が全面に設置されているため、河床部放流設備からの放流量をできる限り増加さ
せることで、砂や石礫を多く下流へ流すことが可能と想定

○副ダムの堰上げにより減勢工内に一部の土砂の移動が制限される可能性あり （スリット
幅の検討が必要）

【検討例】改変面積を増やさないことを目的に、平常時・洪水時の減勢
機能を一体とした例

【構造の概要】
○河床部放流設備側に減勢工を設置せず、平常時と洪水時の水の流れる機能を分離化

※図面は現時点の検討事例であり、
決定したものではない。

【「景観の最小化」に対する着眼点】

○左岸側は一部改変面積が減少するものの、減勢工の配置により右岸側法面の改変面
積が大幅に増加すること、ダム下流河川中央に隔壁(高さ 約30m)が設置されることから、
景観への影響が懸念

【「生物の移動経路の確保」に対する着眼点】

○河床部放流設備側に減勢工が無いため、従前の河川環境をできる限り確保することに
より、生物の移動経路を確保することが可能と想定

【「流砂環境の保持」に対する着眼点】

○河床部放流設備側に放流量の勢いを弱める減勢工が無いため、河床部放流設備から
の放流量に制限が生じる可能性があり、その場合、砂や石礫の流れについて確認が必
要。

【検討例】平常時の従前の河川環境をできる限り確保することを目的
に、平常時・洪水時の減勢機能を分離した例

第4回流水型ダム環境保全対策
検討委員会資料2-2抜粋 参考資料⑩-３
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副ダム

減勢工副ダム部スリット配置（参考）

スリット河床部放流設備

平常時の水の流れ

河床部放流設備

隔壁（減勢工導流壁） 平常時の
水の流れ

○減勢工は、洪水調節によるダムからの放流水の力を弱めるために設置する必要がありダム直下流に設置する
施設であることを踏まえて、減勢工の形状について、今後検討していく。

１．３つの着眼点を踏まえた検討例 〈減勢工の形状〉

【構造の概要】

○減勢工敷高を河床部放流設備敷高と同じ高さとし、副ダムを設置（洪水時は副
ダムにより減勢地内の水位を上げることで、放流水の力を弱める）

【構造の概要】

○減勢工の敷高を河床部放流設備敷高よりも掘り下げる（副ダムを設置せずに
減勢工内に水位を確保することでダムからの放流水の力を弱める）

減勢工

減勢工

【「流砂環境の保持」に対する着眼点】

○減勢工内を掘り下げないことで、減勢工内の土砂堆積を可能な限りさせず下流
へ流すことが可能と想定されるが、副ダムの堰上げにより減勢工内に一部の土
砂の移動が制限される可能性あり （スリット幅の検討が必要）

【「生物の移動経路の確保」に対する着眼点】

○副ダムの存在により生物の移動が阻害される可能性あり（スリット幅の検討が
必要）

○ダム上流から下流まで水面が繋がるか確認が必要

【「景観の最小化」に対する着眼点】
○掘り下げないことで、改変面積を増加させないことが可能
○副ダムの存在による景観への影響が懸念

※図面は現時点の検討事例であり、決定したものではない。
※図面は現時点の検討事例であり、決定したものではない。

【「流砂環境の保持」に対する着眼点】

○副ダムの堰上げにより減勢工内への一部の土砂の移動が制限されないと想定
されるが、掘り下げた箇所に想定以上の土砂が捕捉された場合、流下する土砂
量や質（粒径）が変化する可能性あり

【「生物の移動経路の確保」に対する着眼点】

○副ダムの存在による生物の移動の阻害が無く、減勢工内の水深が確保される
ため、生物の移動経路を確保することが可能と想定されるが、ダム上流から下
流まで水面が繋がるか確認が必要

【「景観の最小化」に対する着眼点】
○副ダムの存在による景観への影響を軽減することが可能
○掘り下げることで、改変面積が増加する可能性あり

【検討例】減勢工内の土砂堆積を可能な限り抑制することを
目的に、減勢工敷高を現況河床高とした例

【検討例】景観への影響（副ダムの省略）軽減と減勢工内の
水深確保を目的に、減勢工敷高を掘り下げた例

第4回流水型ダム環境保全対策
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【参考】流水型ダムに関して
理解を深めて頂くための取り組みについて
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【参考】流水型ダムに関して理解を深めて頂くための取り組みについて

■流水型ダムに関して理解を深めて頂くための取り組みとして、錦町政座談会等において、流水型ダムの役割や仕組みなどについて
説明を行っており、その状況について川辺川ダム砂防事務所HPに公表している。

川辺川ダム砂防事務所HPアドレス
URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/kawabe/kankyou2/kankyou2.html

参考資料⑪
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【参考】球磨川水系に関するよくある質問（ＦＡＱ）について

参考資料⑫



【参考】球磨川水系に関するよくある質問（ＦＡＱ）について

■ 球磨川水系における関係住民の皆様からいただいた主なご意見に対する回答について、多くの方々にご理解を深めて頂けるように
「球磨川水系に関するよくあるご質問（ＦＡＱ）」として、八代河川国道事務所等HPに公表している。

「ＦＡＱ（良くある質問）」ページアドレス
URL ： http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/river/faq/index.html

八代河川国道事務所HPアドレス
URL : http://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/

参考資料⑫

32


